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テーマ１：新技術／総合戦略の実施⽅針

調査⽅針策定後、デスクトップ及び現地調査を実施し、技術の導⼊可能性を評価します

異分野の技術を織り込んだ技術リストを作成し、林業イノベーションに活⽤可能な技術を網羅的に整理
「林業イノベーション現場実装推進プログラム」において掲載される技術と普及展開のロードマップのアップデート案を作成昨年度の実施内容

本年度の実施事項

テーマ2分科会でのフィードバックを基に、前年度作成した技術リストの拡充・更新に向けた調査・検討
林業イノベーションについて、林業イノベーションの推進に必要なアウトカム指標を先⾏する国内外・異分野イノベーション
のアウトカム指標等から検討

今年度の実施⽅針

本年度の成果物

前年度まとめた技術
リストを、テーマ2の分科
会の指摘等を踏まえて
更新・アップデート

技術リスト更新

林業イノベーションの
アウトカム指標検討

林業イノベーションの
評価を⾏うための、
アウトカム指標を検討

アウトカム
指標

技術リスト
（更新）

区分 指標

産出

国産材の供給・利⽤量
単位費⽤あたりの⽊材⽣産量
労働⽣産性
単位費⽤あたりの造林⾯積
単位費⽤あたりの路網延⻑

投⼊
⽊材⽣産量あたりの年間投⼊⼯数
森林経営⾯積あたりの投⼊⼯数

上記以外
林業労働災害死亡率
1tあたりCO2削減コスト

林業
課題

技術
名称

技術
内容

… 導⼊
可能性

判断要素
/TRL

森林調査
の効率化・
精度向上

衛星レーザによる森林
資源情報の取得

・・・ ・・・ 普及
普及

8

航空レーザ計測による
森林資源情報の取得

・・・ ・・・ 普及
普及

8

地上レーザ計測による
森林の3次元計測

・・・ ・・・ 普及
普及

8

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

林業
課題

技術
名称

技術
内容

… 導⼊
可能性

判断要素
/TRL

森林調査
の効率化・
精度向上

衛星レーザによる森林
資源情報の取得

・・・ ・・・ 普及
普及

8

航空レーザ計測による
森林資源情報の取得

・・・ ・・・ 普及
普及

8

地上レーザ計測による
森林の3次元計測

・・・ ・・・ 普及
普及

8

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・



Timeline （Months）
2022 2022

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
＜Milestone＞

技術リストの更新

新規技術の追加・外部か
らのコメントを受けた対応
テーマ２分科会フィード
バックを受けた修正

アウトカム指標の検討

初期仮説の検討

初期仮説の
ブラッシュアップ

事務局案の取りまとめ
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詳細WBS：テーマ1（新技術／総合戦略）

技術リストは分科会での指摘を踏まえて更新し、アウトカム指標は初期化説を検討し、
委員会等でヒアリングのうえ事務局案として取りまとめます

報告書
提出

第4回
委員会

第3回
委員会

第2回
委員会

第1回
委員会

（本⽇）

ロジックモデル
の検証

テーマ２分科会の指摘・対応 更新案作成 最終更新

第4回委員会までに随時実施

指標検討

取りまとめ

委員会または
ヒアリングによる深堀

デスクトップ調査結
果をもとに林野庁

と協議予定

デスクトップ調査

分科会やヒアリングでのコメ
ントを踏まえ修正案作成

時期調整中



技術リストの更新
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技術リスト更新の進め⽅

テーマ2で実施する分科会でのフィードバックや外部からのコメント等を基に、前年度作成し
た技術の拡充・更新を⾏い、テーマ2成果物との⽂書間の整合性をもたせて最終化します

1. 更新⽅針の検討 2. 分科会フィードバック等反映 3. 事務局案の取りまとめ
【テーマ2分科会フィードバック】

テーマ2で設置される分科会における有識者
からのコメントを基に、技術リストの拡充・更
新を検討する
特に、テーマ2の分科会では、⾃動化・遠隔
操作化といった技術を中⼼に取り扱うことと
なっており、技術リストとの⽂書間の整合性を
とるため、技術リスト内容の⾒直し・更新を⾏
うとともに、それに伴って必要な調査を⾏う。

【前年度成果への新技術追加】
前年度調査した技術リストに対し、論⽂・記
事等から最新の技術の追加が可能かを検討
し、新規追加可能な技術については追加を
試みる

【前年度成果のブラッシュアップ】
既に公表されている技術リストについて、林業
事業体やユーザー等からのコメントを参考に、
記載技術のブラッシュアップを検討する。

【イノベーションプログラムと機械開発ドキュメント
との⽂書間の対応関係整理】

テーマ2の分科会でのフィードバックを受けた更
新とともに、⽂書間の位置づけ・表現の整合
性等を調整し最終更新を⾏う

林業
課題

技術
名称

技術
内容

… 導⼊
可能性

判断要素
/TRL

森林調査
の効率化・
精度向上

衛星レーザによる森林
資源情報の取得

・・・ ・・・ 普及
普及

8

航空レーザ計測による
森林資源情報の取得

・・・ ・・・ 普及
普及

8

地上レーザ計測による
森林の3次元計測

・・・ ・・・ 普及
普及

8

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

林業
課題

技術
名称

技術
内容

… 導⼊
可能性

判断要素
/TRL
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8
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普及

8

地上レーザ計測による
森林の3次元計測

・・・ ・・・ 普及
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8

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

林業
課題

技術
名称

技術
内容

… 導⼊
可能性

判断要素
/TRL

森林調査
の効率化・
精度向上

衛星レーザによる森林
資源情報の取得

・・・ ・・・ 普及
普及

8

航空レーザ計測による
森林資源情報の取得

・・・ ・・・ 普及
普及

8

地上レーザ計測による
森林の3次元計測

・・・ ・・・ 普及
普及

8

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

更新

テーマ2成果物
機械開発・森林作業
システム⽅針（案）

アップデート

イノベーションプログラム・技術リスト

⽂書間の対応関係・
連動性をもたせて更新

新技術追加／
ユーザー視点を踏まえたブラッシュアップ



林業イノベーションのアウトカム指標の検討
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アウトカム指標の検討が求められている経緯（令和3年度⾏政事業レビューより抜粋）

アウトカムとアウトプットのつながりを明瞭にしつつ、林業イノベーションの推進に必要な指標
及び現場で運⽤・コントロール可能な指標を設定することが求められています

出所：農林⽔産省「2021年度農林⽔産省⾏政事業レビュー（公開プロセス）の結果 ‒林業イノベーション推進総合対策」（令和3年6⽉）

【課題①】
林業イノベーションの推進に必要な指標

（例：労働⽣産性、造林コスト）が含まれていない
【課題②】

現場で運⽤・コントロール可能な指標が含まれていない

【課題③】
アウトカム指標とアウトプット指標のつながりが不明瞭

【課題④】
林業のデジタル化といった先進的な取組の拡⼤・拡充
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現状のロジックモデル

前述の課題を⾒直しつつ、現状のロジックモデルの検証を⾏っていきます

【課題①】
林業イノベーションの推進に必要な指標

（例：労働⽣産性、造林コスト）が含まれていない
【課題②】

現場で運⽤・コントロール可能な指標が含まれていない

【課題③】
アウトカム指標とアウトプット指標のつながりが不明瞭

【課題④】
林業のデジタル化といった先進的な取組の拡⼤・拡充

出所：農林⽔産省「令和3年度⾏政事業レビュー」（令和3年6⽉）
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アウトカム指標の検討 ‒調査の進め⽅

学識者をはじめ、林業分野の政策評価の関係者にヒアリング調査を⾏い、
実態に即して運⽤可能な指標の検討を⽬指します

1. 初期仮説の検討 2. 初期仮説のブラッシュアップ 3. 事務局案のとりまとめ
林業における有識者（政策評価の学識者、
国・地⽅⾃治体の担当者等）の意⾒を踏ま
えて修正

または

【ヒアリング先候補】 ※イメージ
異分野のイノベーション評価の学識者
• 宮本 舞（関⻄外国語⼤学短期⼤学

部 助教）
• 久保 雄広⽒（国⽴環境研究所 主

任研究員）
林業分野学識者
• ⽴花 敏 （筑波⼤学准教授）
• ⻑⾕川 尚史（京都⼤学准教授）他
国・地⽅⾃治体担当者
• 秋⽥県林業研究研修センター
• ⾼知県森林技術センター 他
林業事業体
• 下川町森林組合
• 有限会社藤原造林
• 前⽥商⼯株式会社
• 株式会社とされいほく 他

国内外・異分野イノベーション（例：NEDO、
AMED、JST、環境省、DARPA 、ARPA-E）、
海外・林業イノベーション（例：Horizon 
Europe）における評価指標に関するデスク
トップ調査

アウトカム指標の位置づけ・⽬的を上記調査
結果を踏まえて整理・検討（現状のロジック
モデルの検証）
林業イノベーションにおける妥当な指標（仮
説）の検討

ヒアリング調査結果を踏まえ、アウトカム指標
の事務局案を取りまとめ

素案の作成（~10⽉）
専⾨委員会での検討（10⽉）
事務局最終案の作成（~12⽉）

区分 指標

産出

国産材の供給・利⽤量
単位費⽤あたりの⽊材⽣産量
労働⽣産性
単位費⽤あたりの造林⾯積
単位費⽤あたりの路網延⻑

投⼊
⽊材⽣産量あたりの年間投⼊⼯数
森林経営⾯積あたりの投⼊⼯数

上記以外
林業労働災害死亡率
1tあたりCO2削減コスト

アウトカム指標（案）

国内外、異分野の指標結果
を踏まえロジックモデルを検証
し、必要なアウトカム指標・

アウトプット指標を検討

有識者
委員会

有識者
ヒアリング進 について次ページで説明

ヒアリング先候補は
調整中につき⾮公表
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国内の機関におけるアウトカム指標

国内においては、経済産業省、NEDO、⽂部科学省、AMEDなどのプログラムの中で、
事業化率、論⽂等掲載件数、成果の件数などのアウトカム指標で管理されています

出所：内閣府「イノベーションの担い⼿の活動状況」

実施機関 プログラム名 プログラム内容 アウトプット指標 アウトカム指標
経済産業省 平成27年度シーズ

活⽤研究開発事業
（⾰新的ものづくり
産業創出連携促進
事業）

⼤学発の技術シーズを活⽤す
るプロジェクトのうち、事業化の
可能性が⾼く、事業化⽀援を
⾏う体制が構築されているも
のに対しての⽀援

採択件数 事業終了後2年
時点の事業化率

NEDO ナショナルプロジェクト
（内、本予算分）

国⽴⼤学や産業技術総合研
究所、理化学研究所等の各
研究開発法⼈等に配分され
た交付⾦を原資とした、政府
主導の研究開発

標準化に係る取組を含んだ事
業の計画数
ISO等の国内審議団体⼜は
ISO等への標準化に関する提
案件数

明確な指標の
記載なし

⽂部科学省 光・量⼦科学研究
拠点形成に向けた
基盤技術開発
「最先端の光の創成
を⽬指したネットワーク
研究拠点プログラム」

最先端の光の創成という⽬標
に向け、技術⾯機能⾯で互い
に相補う特性を持つ複数の研
究機関によって構成されるネッ
トワーク研究拠点を構築

若⼿⼈材の事業参画数
（累計）

研究成果の論⽂
等掲載数（累
計）

AMED 医療分野研究成果
展開事業先端計測
分析技術・機器開発
プログラム

医療現場のニーズに基づき、
「新しい」予防、計測、診断、
治療を可能にする⾰新的医
療機器の開発を⽀援

⾰新的医療機器の実⽤化に
資する成果に関する特許出願
等の件数（累積）

⾰新的医療機器
の実⽤化に資す
る成果の件数

国内

・・・
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海外の機関におけるアウトカム指標

欧⽶においては明確なアウトカム指標で管理されていない可能性があります

出所：Confederation of European Forest Owner（CEPF）「FTP CALL TOPICS MANUAL HORIZON EUROPE 2021‒2022 on forestry」（2021年1⽉）

実施機関 プログラム名 プログラム内容 期待アウトカム
（⼀部抜粋） アウトカム指標

Horizon
Europe

Climate
Sciences and
Responses
2022

地球・地域的
気候変動予測の
ための⾼解像度
地球システムモデルの
開発

異なる時間・空間的スケールに
おける様々なシナリオ下での不
確実性を伴う気象予測の精
度改善

明確な指標の
記載なし

Horizon
Europe

Sustainable,
Secure and
Competitive
Energy Supply
2022

農林業分野における
再⽣可能エネルギーの
取込み

分散型再エネ電源の利⽤と再
エネキャリアの費⽤対効果の⾼
い分散型⽣産の促進
エネルギー消費及び農業・林
業廃棄物管理における農業・
林業のCO2排出量の削減
⽣物多様性に対する好影響を
創出しつつ、農業・林業の持
続可能性と循環性を向上
農村部における地域開発の促
進

明確な指標の
記載なし

海外

・・・


